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『
器
』か
ら
伝
え
た
い
こ
と

信
楽
町
で
若
手
陶
芸
作
家
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
山や

ま

田だ

浩ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
。
現
在
、
山
田
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

『
一
汁
一
菜
の
器
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』に
つ
い
て
取
材
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

現
代
の
食
文
化
を
見
つ
め
て

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
起
の
き
っ
か
け

は
、
東
日
本
大
震
災
。
震
災
５
日
後

に
、
被
災
地
に
住
む
知
人
へ
連
絡
す

る
と
、「
食
器
が
ほ
し
い
。
食
器
を

使
っ
て
飲
み
食
い
を
し
、
人
間
ら
し

い
生
活
を
取
り
戻
し
た
い
。」と
い
う

思
い
が
け
な
い
返
事
を
受
け
た
こ
と

か
ら
。

　

食
事
と
は
空
腹
を
満
た
し
た
り
、

必
要
な
栄
養
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と

の
み
で
は
な
く
、見
た
目
、香
り
、味
、

温
度
、
歯
ご
た
え
な
ど
の
五
感
を
使

い
、
四
季
折
々
で
楽
し
む
文
化
で
も

あ
る
。
器
は
そ
の
た
め
の
大
切
な
道

具
。
日
本
が
持
つ
食
文
化
を
も
う
一

度
見
つ
め
直
し
て
い
き
た
い
。
―　

そ
ん
な
思
い
で
始
め
ら
れ
た
の
が

『
一
汁
一
菜
の
器
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』。

　

物
づ
く
り
に
携
わ
る
大
学
や
企

業
、
作
家
と
連
携
し
、
七
寸
皿
、
飯

椀
、
汁
椀
、
湯
呑
の
４
種
類
の
食
器

と
、
こ
れ
ら
を
包
む
風
呂
敷
や
巾
着

で
１
セ
ッ
ト
と
し
て
販
売
。併
せ
て
、

そ
れ
ら
の
器
を
活
用
し
た
食
イ
ベ
ン

ト
や
、
展
示
会
な
ど
の
活
動
を
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
な か

島
じ ま

  悠
は る か

こうかまちかど
特派員

一
汁
一
菜
の
器
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生
活
復
興
へ

　

季
節
を
問
わ
ず
食
材
が
手
に
入

る
、
食
べ
た
い
も
の
が
す
ぐ
に
食
べ

ら
れ
る
、
手
間
を
か
け
ず
に
調
理
が

で
き
る
な
ど
、
現
在
の
私
た
ち
を
取

り
巻
く
食
文
化
は
、
大
き
く
変
容
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、
和
食
文
化
の
良
さ

や
、
用
途
に
応
じ
て
使
わ
れ
る
器
の

も
つ
意
味
を
、
も
う
一
度
世
の
中
へ

問
い
か
け
て
い
き
た
い
。」と
山
田
さ

ん
。　

　

今
後
は
器
や
風
呂
敷
製
作
を
被
災

地
の
方
に
も
協
力
し
て
頂
き
な
が

ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

計
画
で
す
。
さ
ら
に
は『
エ
シ
カ
ル

セ
ラ
ミ
ッ
ク
』と
い
う
、
無
駄
な
贅

沢
を
好
ま
ず
、
環
境
や
社
会
に
配
慮

し
た
工
程
・
流
通
で
製
造
さ
れ
た
器

づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
、
と
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
『
一
汁
一
菜
の
器

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』は
、

10
月
１
～
20
日
ま
で

信
楽
で
開
催
さ
れ
る

『
第
２
回
信
楽
ま
ち

な
か
芸
術
祭
』、
陶
芸

の
森
会
場『
信
楽
か

ら
つ
た
え
た
い
コ
ト

展
』に
出
展
さ
れ
ま

す
。
ま
た
期
間
中
、
信
楽
町
長
野

に
あ
る「
c
a
f
e
あ
わ
い
さ
」

で
は
、
10
月
末
ま
で
一
汁
一
菜
の

器
を
使
っ
た
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
が

楽
し
め
ま
す
。
是
非
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

▲東北での器交換会の様子

▲一汁一菜の器

問
い
合
わ
せ

大
鳥
神
社　
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伊賀上野　芭蕉のふるさとウォーク亀山“駅
エ キ

”サイティングまつり2013

～古き良き町並みを訪ねて～～ 鉄道にちなんだ楽しいイベントいっぱい ～

　関西本線木津亀山間複線電化促進同盟会（会員／
木津川市・笠置町・南山城村・亀山市・伊賀市）では、
関西本線沿線地域の良さを知っていただくため、
伊賀上野の町並みを散策するウォーキングイベン
トを開催します。ゴールでは沿線の特産品が当た
るくじ引きも実施。伊賀の歴史と文化に触れる、
秋の１日をお楽しみください。

　　10月14日の「鉄道の日」にちなんで、「亀山
“駅”サイティングまつり」が開催されます。
　国鉄・ＪＲのＯＢによる蒸気機関車の解説会、鉄
道遺産ツアー、駅長による亀山駅構内見学ツアー
など、“鉄道のまち亀山”ならではの楽しい催しが
盛りだくさん。また、ご当地ラーメングランプリ
2013にエントリー中の「亀山ラーメン」を味わう
コーナーもあります。

【と　き】　10月14日（日・祝）
　　　　　午前10時～午後３時

【ところ】　ＪＲ亀山駅前広場周辺
【アクセス】　ＪＲ亀山駅下車すぐ
【問合先】　亀山“駅”サイティングまつり実行委員会
　　　　（建設部都市計画室内　☎0595-84-5126）

【と　き】 11月10日（日）
　　　　　雨天決行（警報発令時は中止）
　　　　　午前10時15分集合・午前10時30分出発

【受　付】　JR伊賀上野駅前
【コース】　�JR伊賀上野駅～水源地～芭蕉翁生家～

妙華寺～上行寺～上野天神宮～ハイトピ
ア伊賀（伊賀鉄道上野市駅前）約４km

【問い合わせ】　伊賀市企画課
　　　　　　　☎0595-22-9621

▲芭蕉翁生家にも立ち寄ります

▲見ごたえあるステージイベントもあるよ！

浄
化
槽
は
適
切
な
管
理
を

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を

処
理
す
る
施
設
な
の
で
、
微
生
物
が
活
発
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
環
境
を
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

◇
保
守
点
検

　
機
器
類
の
点
検
・
調
整
や
消
毒
剤
の
補
給
等
を
行

う
こ
と
で
異
常
や
故
障
を
早
期
に
発
見
し
、
予
防
的

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
清
掃

　
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
等
を
抜
き
取
り
、
付

属
装
置
や
機
器
類
の
洗
浄
や
清
掃
を
行
う
こ
と
で
す
。

◇
法
定
検
査

　

公
共
用
水
域
の
汚
染
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
、
浄
化
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
、
毎
年
１
回
受
検
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
費
用
の
負
担

 　
こ
れ
ら
の
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
は
浄
化

槽
管
理
者（
浄
化
槽
を
設
置
し
、
使
用
し
て
い
る
方
）

が
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
等
で
浄
化
槽
を
廃

止
し
た
場
合
に
は
、
30
日
以
内
に
下
水
道
課
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
。

10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」

　
「
浄
化
槽
の
日
」は
、
浄
化
槽
に
関
す
る
法
律
で
あ
る

「
浄
化
槽
法
」が
、
昭
和
60
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
昭
和
62
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課　

計
画
普
及
係
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▼お話をうかがった山田浩之さん

問
い
合
わ
せ

第
２
回
信
楽
ま
ち
な
か

芸
術
祭
実
行
員
会
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